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Hardyの "HadYouWept"における仮定法の意義
-B6cquerの詩との対比において
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Hardyの多くの恋愛詩がそうであるように､"HadYouWept"も､伝記的にどの女性との関係を歌っ
ているのか､つまり作中の "you"が誰なのかということが詮索されてきた｡一般論をいえば､作品と作
者の実生活の関係を追うことは作品の理解に益するとは限らず､解釈にバイアスをかけ､テクストの自
立性を奪ってしまうことが多い｡しかしHardyの場合は､たとえば第1詩集のPREFACEで "Thepieces
areinalargedegree血amaticorpersonativeinconception:andthisevenwheretheyarenot
obviousso."と自ら記しているように(1)､作者Hardyと詩のnarratorが意図的に微妙な距離で重なり合
わされており､それが研究者に伝記的事実の援用を促す要因となっている｡中でもこの作品は相手の女
性を特定するための論議が盛んで､WeberのEmma説に始まり(2)､EvelynHardyのFlorenceHardy
だろうという指摘(3)､DeaconのTryphenaSparks説(4)など多くの言説がなされてきた(5)｡その中で注目
すべきなのはK.G.WilsonによるFlorenceHennikerから贈られた訳詩との関連性の指摘と､それを
受けたSeymour･Smithの考察である(6)0
Wilsonは､"HadYouWept"が､スペインの詩人GustavoAdolfoB6cquer(1836-70)の詩､より正確
にいえば Henniker夫人によるその英訳を sourceにしていることを明らかにした01893年 6月､
Henniker夫人は､当時彼女に恋心を寄せていた Hardyに三つの訳詩を書き送った｡ ドイツの詩人
LebrechtDr6vesの "An AutumnLyric"､Th60phileGautierの "Afinit6sSecr6tes‥､そしてB6cquer
のRima(1871)からの一編であるoB6cquerはスペイン･ロマン派で最も高く評価されている詩人で､
同時にモダニズムの情夫としても位置づけられているOほとんど無名のまま早世したB6cquerは､死後
に詩集が出版され､1893年当時､英国では海外文化に関心を持つ一部の人に知られているだけの存在だ
った.
"HadYouWept"がHenniker夫人の訳詩を基にしていることは､以下のテクス トを見れば疑問の余
地はないだろう｡
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Weweretogether,- hereyeswerewet,
Butherpridewasstrong.&notearswouldfan;
AndIwouldnottelherIlovedheryet,
Andyearnedtoforgiveheral!
So,nowthatourlivesareforeverapart.
ShethinksILOh!HadIbutwept,thatdav!
AndIaskinvainofmylonelyheart-
'All!WhydidIturnaway?'(7)
この事実を根拠に､Wilsonは "you"は Henniker夫人であると述べているが､この点に関しては
seymour･smithのEmmaであるという解釈のほうが妥当であろう○ しかし､▲詩の理解にとって重要な
のは作品としてのsourceとの関係であるD和歌の世界には ｢本歌取り｣の伝統があるが､sourceのあ
る歌は本歌からの位置や距離を測ることで独自に獲得したものが測られ､本歌との間にある空間が詩的
内実となるO"HadYouWept"の場合､B6cquerの詩を読者が周知していることを前提にしてはいない
ので同じようには扱えないが､或るsourceをHardyがどのようにmodify し､varyLたかを探ること
で､Hardyの詩の資質や特性はより明らかになるはずである.｡
*
恋愛の或る局面で女性が涙を流 していたらその後の二人の関係は変わっていただろう- これが
B6cquerの詩､そして当然 "HadYouWept"が扱っているテーマである｡日常の中でよく耳にするよ
うな陳腐なテーマで詩をつくることには大きな危険がともなうO先のB6cquerの詩は､素人の翻訳なの
で言葉や音の質は問えないが､内容だけを見てもfolksongの域を出ていない｡,Hardyは同じテーマを
どう処理したのか､テクス トを追いながら検証していこう｡
HADyouwept;hadyoubutnearedmewithahazeduncertainray,
Dewyasthefaceofthedawn,inyourlargeandluminouseye,
Thenwouldhavecomebackauthejoysthetidingshadslainthatday,
Andanewbeginning,afreshfairheaven.havesmoothedthethingsawry.
Butyouwerelessfeeblvhuman,andnopassionateneedforclinglng
PossessedyoursoultooverthrowreseⅣewhenIcamenear:
Ay,though yousuferasmuchasIfromstormsthehoursarebringing
Uponyourheartandmine,Ineverseeyoushedatear.
Thedeepstrongwomanisweakest,.theweakoneisthestrong;
Theweaponofalweaponsbestforwinning.youhavenotused;
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Haveyouneverbeenable.orwouldyounot,throughtheeviltimesandlong?
Hasnotthegutbeengivenyou,orsuchgifthaveyourefused?
WlenIbademenotabsolveyouonthatevenlngOrthemorrow.
Whydidvounotmakewaronmewiththosewhoweeplikerain?
Youfelttoomuch.Sogainednobalmforalyourtorridsorrow.
Andhenceourdeepdivision,.andourdarkundyingpain.(8)
Hardyの作品の一つの特徴はdetailの巧みな使い方である｡詩は "Hadyou-‥を二度繰り返して始
まり､1行目の後半から2行にかけては相手の女性のうるんだ目の様子が子細に描写される.二冒頭の仮
定法の反復も､目の様子の過剰なまでの修飾も､個々に見れば稚拙な手法であるcLかし､心情の直裁
な表出の後に目という局所の長い描写が続くという流れは､読者の意識にその女性の存在を引き寄せ､
同時に女性-のnarratorの思いの深さを印象づけるOその中で､2行目始めの "Dewyasthefaceofthe
dawn"という句はイメージの形成のうえで効果的なはたらきをしているL,比境でありながらも､まだ具
体的な時や場所についての叙述がないうちに現れるため､この句が情景を作り上げてしまうのである二,
B6cquerの詩が心情の吐露に終始し､イメージを喚起するobjectを欠いているのとは大きく異なってい
る｡
3･4行は 1-2行の条件節に対する帰結となっているが､ここでもdetailが通俗に堕しがちなテーマを
詩的な領域に引き上げているO"Wouldhavecomebackal1thejoys.◆や "anewbeginning.afreshfair
heaven"などは抽象性と陳腐さにおいて危険がともなう表現である｡それを "thetidingshadslaln
thatday"が救っている｡"thetldings"とは何なのか､"thatday"とはいっなのか､明らかにはされな
い｡ただようのはprivacyの香りである｡当事者には分かることが秘されている感 じが､monologueの
リアリティーを濃くし､ある種の切実さを読者の心に生じさせるO同時に､この具体的でありながら内
容が隠された表現はdramaの雰囲気を高める効果も生んでいるO時間的な要素が導入され､二人の関係
が奥行きをもって立ち現れるのである｡dramaの有無もB6cquerにはないものとして挙げられる一つの
特質である｡
5･8行では現実に起こったこと､そしてnarratorの女性の性格や心理に対する解釈が直接法で語られ
る.この部分は相手-の主観的な非井に終わらない屈折した内容をもっている,｡"lessfeeblyhuman"､
"nopassionateneed"等の言葉で女性の性質をnegat･iveに描く一方で､"though yousuferasmuchas
I"と相手の心情を理解するnarratorの姿をも映し出しているO無論B6cquerにはこのような心理描写
はない｡
9-10行はほとんどclich6だが､それに続く自問は､第 1連後半に続いてHardyの人間観察が小説的手
法で表現されており､陳腐なテーマを詩に高めている部分である.注目すべきは 13行目であるリ一連
のmonologueは表面的にはnarratorが相手の態度を掛酌しているように書かれているが､"Ibademe
notabsolveyou"という節には自身に対する客観性が現れているoBaileyはこの詩に "Thepoemalso
indicatesafeatureofHardy'spersonality:whenresisted,hewasquietlystubborn.butwhenhcwas
consciousofgivingpaintoothers.hewasquickfo.vield.lというコメントを加えているt')‥.重要なの
は､自己を相手と同じように客観的に叙述する詩行が現れることで､詩にメタ･レベルの視点が生ずる
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ことである｡詩自体が､一方が他方について歌っているものではなく､双方ともが客体として歌われる
ものに変容するのである｡
15行目では再び女性の心理についての解釈が記されるが､ "Youfelttoomuch..●'は第 1達の "less
feeblyhuman'等の独善的な判断に較べて､はるかに相手の立場に寄り添ったものになっている.そし
て､最終行は完全な文とはならず､名詞句の投げ出しで終わる｡二の結び方は和歌や俳語における ｢体
言止め｣のような効果を上げている｡"Hadyou‥."の反復でnarratorの心情を前面に出して始まり､自
問を長く繰り返した後にふっと置かれた終行には､諦めにも似た静けさがある｡,
全体をとおして見ると､B6cquerの詩がlyricalであるのに対して､"HadYouWept"は多分に散文的､
小説的である｡この詩はHardyの作品の中でも1行の音綴数がかなり多いOその長い行の中で繰り言め
いた monologueが続くので､narratorがあたかも作中人物のような印象を与え､それが､先に述べた
認識における自己の客体化と相まって､表面的なレベルにとどまらない作品世界を作り上げている一.
*
narratorの主観のレベルではなく､narratorをも客体化して読んだ時に､この詩から立ち現れくるも
のは何だろう｡
narratorは "Hadyouwept"という仮定を何度か形を変えて繰り返し､その帰結は "wouldhave
comebackalthejoys"となっている｡果たしてこの二つの節は本当に結びつくのだろうか｡あるいは､
narratorは本当にそう思って語っているのだろうか｡読む者に伝わってくる印象は否定的である｡
narratorは ｢あの時君が泣いていれば｣という願望を繰り返す一方で､"suchgift.haveyourefused`.と
いう言い方までして相手の女性が性格的にそうはしない女だということを語っているO同時に､自分が､
相手の気持ちが分かっていても自ら手を差し伸べる人間ではないことも認めている.二,万が一､"that
eveningormorrow"と示されている一夜にその女性が涙を見せたとしても､この二人に "anew
beginning,afreshfairheaven"が訪れたとは考え難いO不和のきっかけになるような出来事は日常に
あふれており､或る一時をしのいだとしても､遅かれ早かれ乱棟が生じるのは容易に推測できるからで
あるonarrator自身､11行目で "Haveyouneverbeenable,orwouldyounot.throu,g7/th/eeuT'/ltimes
andlong?"(イタリックは神崎)と言っている｡女性は､或る重要な局面で疾しなかったのではなく､ど
んな時でも泣けなかったのである｡そしてrlarratOrは常に､弱さを見せられない相手に対し強硬な態度
を崩せなかったのである,J無論narratorは誰よりもこういう事情をよく理解している.相手と自分の性
格から､二人の間の亀裂は避け得ないものだったということをnarrat,orは知っているOそれを承知しな
がらなお "Hadyouwept'と歌っているのだ｡これはB6cquerの詩と根本的に異なる要素である.〕
この詩に現れるのは､実現し得ない仮定を歌い､不可能な願望を歌う男の姿である｡相手に求めるば
かりで自らは譲ることができない､にもかかわらず知性は経緯を認識している､不如意でわがままな男
の姿であるoHardyは､"Hadyouwept"において､Iyricの形をとりながらその中に近代的なリアリズ
ムを内包させ､屈折した人間の姿を描き出すことに成功している｡,
(了)
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